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【

人

物

一

覧

表

】

 

山

口

伊

織
（

１

７

）
（

０

）
（

５

）
（

１

４

）
高

校

３

年

生

 

山

口

亮

平
（

２

０

）
（

３

）
（

８

）
（

１

７

）
伊

織

の

兄

 

山

口

一

茂
（

４

７

）
（

３

０

）
（

３

５

）
（

４

４

）
伊

織

の

父

 

山

口

み

ど

り

（

４

７

）
（

３

５

）
（

４

４

）

伊

織

の

母

 

警

察

A
 

警

察

B
 

監

視

員

 

          



 

 

【

あ

ら

す

じ

】

 

宇

都

宮

総

合

病

院

で

生

ま

れ

た

山

口

伊

織

は

、

赤

ん

坊

の

頃

、

新

生

児

室

の

窓

ガ

ラ

ス

越

し

に

初

め

て

兄

の

山

口

亮

平

と

出

会

っ

た

。

伊

織

は

そ

の

時

の

記

憶

を

鮮

明

に

覚

え

て

い

る

。 

そ

ん

な

二

人

は

、

小

さ

な

窓

で

繋

が

れ

た

家

で

幼

少

期

を

過

ご

し

た

。

一

枚

の

小

さ

な

窓

が

互

い

の

生

活

を

見

守

り

、

成

長

を

促

し

、

兄

妹

仲

を

育

む

と

両

親

は

考

え

て

い

た

。

そ

れ

に

加

え

て

、

母

親

の

山

口

み

ど

り

は

、『

兄

妹

で

あ

れ

ば

家

族

で

あ

れ

ば

何

で

も

分

か

り

合

え

る

』

と

信

じ

る

人

物

で

あ

っ

た

。

 

し

か

し

、
伊

織

が

中

学

生

に

な

る

頃

に

は

、
亮

平

は

無

口

に

な

り

、

社

会

や

家

族

か

ら

距

離

を

置

く

様

に

な

っ

て

い

た

。

両

親

も

、

亮

平

へ

の

接

し

方

に

戸

惑

い

、

理

解

で

き

ず

に

い

た

。 

伊

織

は

、
自

身

と

同

じ

環

境

で

育

っ

た

亮

平

が

、
理

解

に

苦

し

む

人

物

で

は

な

い

、

む

し

ろ

昔

と

変

わ

っ

て

い

な

い

と

思

い

、

久

し

ぶ

り

に

小

さ

な

窓

を

隔

て

て

会

話

を

す

る

。

会

話

の

中

で

亮

平

は

、

伊

織

が

自

身

を

気

に

か

け

て

い

る

こ

と

を

察

し

、

翌

日

か

ら

再



 

 

び

学

校

に

行

く

こ

と

を

決

意

す

る

。

 

伊

織

が

高

校

生

に

な

っ

た

あ

る

日

、

恋

人

を

初

め

て

自

宅

に

招

く

こ

と

に

し

た

。

性

体

験

が

無

か

っ

た

伊

織

は

、

自

身

で

避

妊

具

を

買

っ

た

事

が

な

か

っ

た

為

、

亮

平

の

部

屋

に

忍

び

込

み

、

避

妊

具

を

一

つ

拝

借

し

よ

う

と

考

え

た

。

 

し

か

し

、

亮

平

の

部

屋

で

見

つ

け

た

も

の

は

大

量

の

避

妊

具

と

大

金

。

驚

き

が

冷

め

ぬ

う

ち

に

、

玄

関

の

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

が

鳴

り

、

警

察

が

家

宅

捜

索

に

訪

れ

る

。 

数

日

後

、
伊

織

は

面

会

室

で

亮

平

と

再

会

す

る

。
そ

こ

で

も

二

人

は

大

き

な

窓

を

隔

て

て

会

話

を

す

る

。

窓

越

し

に

会

話

を

す

る

こ

と

は

二

人

に

と

っ

て

馴

染

み

の

あ

る

こ

と

だ

っ

た

が

、
年

を

重

ね

る

に

つ

れ

て

、

窓

の

厚

み

が

増

す

に

つ

れ

て

、

お

互

い

の

本

心

が

分

か

ら

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

て

い

た

。

 

面

会

後

、
気

持

ち

を

切

り

替

え

る

た

め

に

も

、
両

親

が

伊

織

の

好

物

で

あ

る

寿

司

を

出

前

し

よ

う

と

す

る

。

し

か

し

、
伊

織

が

寿

司

を

好

き

と

言

っ

て

い

た

の

は

、

と

う

の

昔

で

あ

っ

た

。

 



 

1 

 

【

本

文

】

 

◯

宇

都

宮

総

合

病

院

・

新

生

児

室

・

中 

新

生

児

が

入

っ

た

大

量

の

コ

ッ

ト

。

 
そ

の

中

の

一

人

に

、

山

口

伊

織

（

０

）
。

 

枕

元

に

は

伊

織

の

名

前

、
生

年

月

日

、
身

長

、

体

重

が

書

か

れ

た

ネ

ー

ム

札

。

 

伊

織

、

大

き

な

目

を

開

け

、

目

の

前

に

あ

る

大

き

な

窓

を

見

つ

め

て

い

る

。
 

伊

織

の

見

つ

め

る

先

に

は

、

山

口

一

茂

（

３

０

）

と

山

口

亮

平

（

３

）
。

 

 

◯

同

・

新

生

児

室

・

外 

亮

平

、

窓

の

先

に

居

る

伊

織

の

姿

を

ま

じ

ま

じ

と

見

つ

め

て

い

る

。

 

山

口

、

亮

平

に

優

し

く

語

り

か

け

る

。

 

山

口

「

亮

君

、

あ

れ

が

伊

織

ち

ゃ

ん

だ

よ

。

ほ

ら

、

手

を

振

っ

て

、

お

兄

ち

ゃ

ん

で

す

よ

ー

っ

て

」

 

亮

平

、

山

口

の

問

い

か

け

に

反

応

せ

ず

、

窓

の

先

を

ま

じ

ま

じ

と

見

つ

め

る

。

 

 



 

2 

 

◯

同

・

新

生

児

室

・

中

 

伊

織

、

窓

の

先

に

い

る

亮

平

を

見

つ

め

る

。

 

亮

平

、

山

口

に

何

か

を

語

り

か

け

て

い

る

。

 
伊

織

、

亮

平

の

口

元

を

ま

じ

ま

じ

と

見

る

。

 

伊

織

（

５

）

M
 

「

覚

え

て

る

よ

」

 

 

◯

車

・

中

 

揺

れ

る

車

内

。

 

山

口

み

ど

り

（

３

５

）

の

手

元

に

は

０

歳

時

の

伊

織

の

写

真

が

載

っ

て

い

る

ア

ル

バ

ム

。

 

後

部

座

席

に

座

る

み

ど

り

の

隣

に

は

、

山

口

伊

織

（

５

）
。

 

み

ど

り

「

ん

？

何

が

？

」

 

伊

織

「

伊

織

、

こ

の

時

の

こ

と

覚

え

て

る

よ

」

 

み

ど

り

「

嘘

！

こ

の

時

ま

だ

伊

織

０

歳

だ

よ

」

 

助

手

席

に

は

ゲ

ー

ム

を

し

、

会

話

に

は

目

も

く

れ

な

い

山

口

亮

平

（

８

）
。

 

伊

織

「

え

、

で

も

伊

織

覚

え

て

い

る

も

ん

。

目

の

前

に

大

き

い

窓

が

あ

っ

て

、

そ

の

時

、

お

兄

ち

ゃ

ん

が

お

父

さ

ん

に…
…

」

 



 

3 

 

運

転

席

に

座

る

山

口

一

茂
（

３

５

）
、
伊

織

の

会

話

を

遮

る

。

 
山

口

「

も

う

す

ぐ

着

く

よ

ー

」

 
伊

織

と

み

ど

り

、

前

方

を

覗

き

込

む

。

 

フ

ロ

ン

ト

ガ

ラ

ス

越

し

に

新

築

の

一

戸

建

て

の

伊

織

の

新

た

な

家

が

見

え

て

く

る

。

 

伊

織

「…
…

あ

れ

？

」

 

み

ど

り

「

そ

う

、

あ

れ

」

 

 

◯

伊

織

の

家

・

全

景

 

駐

車

場

に

山

口

の

車

が

停

車

す

る

。

 

 

◯

同

・

リ

ビ

ン

グ

 

伊

織

と

亮

平

、

吹

き

抜

け

の

天

井

を

見

て

感

嘆

す

る

。

 

山

口

「
（

自

慢

げ

に

）

ど

う

だ

、

い

い

家

だ

ろ

う

？

」 

伊

織
「

す

ご

い

！

み

く

ち

ゃ

ん

の

家

よ

り

も

大

き

い

」 

み

ど

り

、

伊

織

が

興

奮

し

て

い

る

様

子

を

、

微

笑

ん

で

見

守

る

。

 

亮

平

「
（

淡

々

と

）…
…

こ

の

家

い

く

ら

し

た

の

？

」 



 

4 

 

み

ど

り
「
（

被

せ

る

よ

う

に

）
そ

ん

な

の

言

う

訳

な

い

で

し

ょ

」

 
伊

織

「

ね

ぇ

ね

ぇ

他

に

も

見

せ

て

！

」

 

山

口
「

他

？

じ

ゃ

あ

、
伊

織

の

部

屋

見

に

い

こ

う

か

」

 

伊

織

「

う

ん

！

行

く

行

く

！

」

 

山

口

と

み

ど

り

、

微

笑

ん

で

顔

を

見

合

わ

せ

る

。

 

 

◯

同

・

伊

織

の

部

屋

 

６

畳

ほ

ど

の

真

っ

白

な

室

内

。

 

伊

織

が

勢

い

良

く

入

室

し

て

来

る

。

 

伊

織

「

こ

れ

伊

織

の

部

屋

？

」

 

遅

れ

て

、

亮

平

、

山

口

、

み

ど

り

が

入

室

し

て

来

る

。

 

山

口

「

そ

う

だ

よ

」

 

伊

織

「

や

っ

た

！

じ

ゃ

あ

、

こ

こ

を

り

か

ち

ゃ

ん

人

形

置

く

場

所

に

し

て

、

あ

っ

ち

に

シ

ル

バ

ニ

ア

の

お

人

形

さ

ん

と

か

置

い

て

も

い

い

の

？

」

 

山

口
「
（

笑

い

な

が

ら

）
勿

論

。
た

だ

し

、
綺

麗

に

飾

る

ん

だ

よ

。

お

人

形

さ

ん

も

そ

の

方

が

嬉

し

い

と



 

5 

 

思

う

よ

」

 

伊

織
「
（

大

人

振

り

な

が

ら

）
そ

ん

な

こ

と

は

わ

か

っ

て

る

よ

」

 
山

口

、

伊

織

の

態

度

を

見

て

微

笑

む

、

 

亮

平

「
（

見

渡

し

な

が

ら

）

ま

ー

普

通

の

部

屋

か

」

 

山

口

「

普

通

？

壁

を

見

て

も

そ

う

言

え

る

？

」

 

亮

平

「

壁

？

」

 

伊

織

と

亮

平

、

壁

に

視

線

を

向

け

る

。

 

二

人

の

先

に

は

、

２

０

c
m

四

方

の

窓

。

 

伊

織

「…
…

何

こ

れ

？

」

 

み

ど

り

「

い

い

で

し

ょ

。

小

ち

ゃ

い

窓

」

 

亮

平

「

見

れ

ば

、

分

か

る

よ

。

殴

っ

て

も

い

い

？

」

 

山

口

「

や

め

ろ

！

厚

さ

６

m
m

し

か

な

い

ん

だ

ぞ

」

 

亮

平

「

冗

談

だ

よ

。

ち

な

み

に

こ

の

先

の

部

屋

は

」

 

み

ど

り

「

ん

？

お

兄

ち

ゃ

ん

の

部

屋

よ

」

 

亮

平

「

は

？

な

ん

で

だ

よ

。

自

分

の

部

屋

作

っ

た

意

味

ね

ー

じ

ゃ

ん

」

 

山

口

「

な

ん

だ

、

良

い

じ

ゃ

な

い

か

。

お

互

い

の

顔

も

見

れ

る

し

、

親

か

ら

す

れ

ば

安

心

安

心

」

 

亮

平

「

そ

れ

が

嫌

だ

っ

つ

う

ん

だ

よ

。

ね

ー

、

母

さ



 

6 

 

ん

、

交

換

し

よ

う

よ

。

家

帰

っ

た

ら

、

す

ぐ

宿

題

す

る

か

ら

」

 
み

ど

り

「

わ

が

ま

ま

言

わ

な

い

の

、

す

ぐ

に

慣

れ

る

わ

よ

。

そ

れ

に

…
…

」

 

み

ど

り

、

伊

織

と

亮

平

の

顔

を

見

つ

め

る

。

 

伊

織

と

亮

平

、

み

ど

り

の

顔

を

見

上

げ

る

。

 

み

ど

り

の

声

「

兄

妹

だ

か

ら

、

考

え

て

い

る

こ

と

く

ら

い

お

見

通

し

で

し

ょ

？

」

 

伊

織

と

亮

平

、

顔

を

見

合

わ

せ

る

。
 

伊

織

「…
…

ゲ

ー

ム

の

続

き

や

り

た

い

ん

で

し

ょ

」

 

亮

平

「
（

少

し

驚

き

な

が

ら

）…
…

う

っ

せ

」

 

亮

平

、

伊

織

の

側

か

ら

去

っ

て

い

く

。

 

伊

織

、

微

笑

む

。

 

 

◯

同

・

伊

織

の

部

屋

（

夜

）

 

電

気

が

点

い

た

室

内

。

 

小

窓

が

設

置

さ

れ

た

壁

に

ベ

ッ

ド

が

横

づ

け

ら

れ

て

い

る

。

 

そ

の

ベ

ッ

ド

に

て

就

寝

中

の

伊

織

。

 

小

窓

の

奥

に

は

、

亮

平

が

寝

転

が

る

姿

。
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亮

平

、

伊

織

の

寝

る

姿

を

確

認

す

る

。

そ

の

後

、

ベ

ッ

ド

か

ら

立

ち

上

が

る

。

 

ド

ア

が

開

く

音

。

 
数

秒

後

、

電

気

が

消

え

真

っ

暗

に

な

る

。

 

 

◯

伊

織

の

家

・

伊

織

の

部

屋

（

夜

）

 

真

っ

暗

な

部

屋

に

明

か

り

が

点

く

。

 

小

窓

の

奥

に

は

小

さ

な

カ

ー

テ

ン

が

設

置

さ

れ

て

お

り

、

亮

平

の

部

屋

の

様

子

が

確

認

で

き

な

い

。

 

制

服

姿

の

山

口

伊

織

（

１

４

）

が

携

帯

で

電

話

を

し

な

が

ら

、

ベ

ッ

ド

に

腰

を

掛

け

る

。

 

伊

織
「

で

ね

、
こ

な

い

だ

み

く

と

話

し

た

ん

だ

け

ど

。

…
…

そ

う

、
那

須

サ

フ

ァ

リ

パ

ー

ク

と

か

ど

う

？

」 

み

ど

り

の

声

「
（

大

声

で

）

伊

織

、

ご

飯

！

」

 

伊

織
「
（

大

声

で

）
分

か

っ

た

！
（

声

を

抑

え

な

が

ら

）

ご

め

ん

、

今

か

ら

ご

飯

だ

か

ら

」

 

み

ど

り

の

声
「
（

大

声

で

）
伊

織

、
お

兄

ち

ゃ

ん

も

！

」

 

伊

織
「
（

大

声

で

）
分

か

っ

た

か

ら

！
（

声

を

抑

え

な

が

ら

）

じ

ゃ

あ

ね

、

ま

た

。

…
…

は

ー

い

」
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伊

織

、
電

話

を

切

り

、
小

窓

を

ノ

ッ

ク

す

る

。

 

伊

織

「

お

兄

ち

ゃ

ん

、

ご

飯

」

 

伊

織

の

問

い

か

け

に

反

応

は

な

い

。

 

 

◯

同

・

亮

平

の

部

屋

（

夜

）

 

電

気

が

点

い

て

い

な

い

室

内

。

 

山

口

亮

平
（

１

７

）
、P

 C

を

操

作

し

て

い

る

。 

亮

平

、

投

稿

サ

イ

ト

に

『

は

じ

め

ま

し

て

』

と

入

力

す

る

。

 

亮

平

の

目

は

死

ん

で

い

る

。

 

 

◯

同

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

夜

）

 

伊

織

、
山

口

一

茂
（

４

４

）
、
山

口

み

ど

り
（

４

４

）

が

、

食

卓

を

囲

ん

で

い

る

。

 

み

ど

り
「

ち

ゃ

ん

と

お

兄

ち

ゃ

ん

呼

ん

で

く

れ

た

？

」 

伊

織

「

呼

ん

だ

よ

、

反

応

は

な

か

っ

た

け

ど

」

 

み

ど

り
「

そ

れ

、
呼

ん

だ

う

ち

に

は

い

ら

な

い

わ

よ

。

っ

た

く

」

 

み

ど

り

、

離

席

し

、

亮

平

を

呼

び

に

行

く

。

 

山

口

、

ご

飯

を

口

に

運

び

つ

つ

、

た

め

息

を
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吐

く

。

 

山

口

「…
…

あ

い

つ

は

も

う

駄

目

だ

な

。

よ

う

分

か

ら

ん

」
 

伊

織
「…

…
親

な

の

に

よ

く

そ

ん

な

こ

と

言

え

る

ね

」 

山

口
「…

…

親

だ

か

ら

言

え

る

ん

だ

よ

。…
…

は

ー

、

全

部

分

か

っ

て

た

ん

だ

け

ど

な

、

昔

は

。

あ

の

時

が

恋

し

い

」

 

伊

織

「
（

独

り

言

で

）…
…

全

部

ね

」
 

山

口

「

ん

？

な

ん

て

？

」

 

伊

織

「

う

う

ん

、

な

ん

も

」

 

伊

織

、

ご

飯

を

口

に

運

ぶ

。

 

 

◯

同

・

伊

織

の

部

屋

（

夜

）

 

真

っ

暗

な

部

屋

。

 

ベ

ッ

ド

に

パ

ジ

ャ

マ

姿

で

寝

転

が

っ

て

い

る

伊

織

、

小

窓

を

ノ

ッ

ク

す

る

。

 

亮

平

の

声

「…
…

何

？

」

 

 

◯

同

・

亮

平

の

部

屋

（

夜

）

 

真

っ

暗

な

部

屋

。
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ベ

ッ

ド

に

寝

転

が

っ

て

い

る

亮

平

。

 

 
◯

同

・

伊

織

の

部

屋

（

夜

）

 

伊

織

「…
…

お

兄

ち

ゃ

ん

の

好

き

な

食

べ

物

は

？

」

 

亮

平

の

声

「

…
…

ご

め

ん

け

ど

寝

る

よ

」

 

伊

織

「

な

ん

で

よ

、

久

し

ぶ

り

に

話

そ

う

よ

」

 

亮

平

の

声

「

…
…

ポ

ー

ク

ピ

カ

タ

」

 

伊

織
「
（

微

笑

み

な

が

ら

）…
…

だ

と

思

っ

た

。
変

わ

っ

て

な

い

ん

だ

ね

」

 

亮

平

の

声

「

そ

れ

だ

け

か

よ

」

 

伊

織

「

じ

ゃ

ー

伊

織

の

好

き

な

食

べ

物

は

？

」

 

亮

平

の

声

「

…
…

桜

で

ん

ぶ

？

」

 

伊

織

「…
…

惜

し

い

。

今

は

ジ

ェ

ノ

ベ

ー

ゼ

」

 

亮

平

の

声

「…
…

ま

せ

た

な

」

 

伊

織

「
（

微

笑

し

な

が

ら

）

ど

こ

が

よ

」

 

伊

織

「

じ

ゃ

ー

好

き

な

色

は

？

」

 

亮

平

の

声

「

ブ

ラ

ウ

ン

」

 

伊

織

「

好

き

な

映

画

は

？

」

 

亮

平

の

声

「

マ

ネ

ー

ボ

ー

ル

」

 

伊

織

「

え

！

ポ

ケ

モ

ン

の

劇

場

版

じ

ゃ

な

い

の

？

」
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亮

平

の

声

「

そ

れ

、

い

つ

の

話

だ

よ

」

 

沈

黙

が

流

れ

る

。

 
伊

織

「

学

校

嫌

な

の

？

」

 

亮

平

の

声

「…
…

嫌

じ

ゃ

な

い

、

安

心

し

て

」

 

伊

織

、

腑

に

お

ち

な

い

表

情

を

し

、

小

窓

を

見

つ

め

る

。

 

 

◯

同

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

朝

）

 

伊

織

、

山

口

、

み

ど

り

が

食

卓

を

囲

ん

で

い

る

。

 

亮

平

が

階

段

を

降

り

る

音

。

 

山

口

と

み

ど

り

、

不

思

議

そ

う

な

表

情

を

す

る

。

 

制

服

を

着

た

亮

平

が

ダ

イ

ニ

ン

グ

に

入

っ

て

来

る

。

 

山

口

と

み

ど

り

、

驚

き

、

目

を

合

わ

せ

る

。

 

亮

平

「…
…

何

？

」

 

 

◯

同

・

玄

関

（

朝

）

 

亮

平

、

玄

関

か

ら

出

て

行

く

。
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◯

同

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

朝

）

 

山

口

と

み

ど

り

、

口

を

ぽ

か

ん

と

開

け

て

い

る

。
 

壁

掛

け

の

鳩

時

計

が

鳴

く

音

。

 

み

ど

り

、

時

計

の

鳴

る

音

に

ハ

ッ

と

し

、

伊

織

に

向

か

っ

て

、

 

み

ど

り

「

も

う

こ

ん

な

時

間

！

伊

織

、

あ

ん

た

も

早

く

出

な

さ

い

よ

！

」

 

伊

織

「
（

う

ん

ざ

り

す

る

様

に

）

わ

か

っ

て

る

よ

ー

」 

 

◯

道

 

学

生

バ

ッ

ク

を

持

ち

歩

い

て

い

る

亮

平

。

 

立

ち

止

ま

り

、

一

度

背

後

を

振

り

返

る

。

そ

の

後

、

眉

間

に

皺

を

寄

せ

、

俯

く

。

 

前

を

向

き

、

再

び

歩

き

出

す

。

 

 

◯

伊

織

の

家

・

玄

関

（

朝

）

 

伊

織

、

玄

関

か

ら

出

て

行

く

。

 

伊

織

「

い

っ

て

き

ま

ー

す

」
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み

ど

り

の

声

「

気

を

つ

け

て

ね

」

 

 
◯

伊

織

の

家

・

玄

関

（

夕

）

 
山

口

伊

織

（

１

７

）
、

玄

関

へ

入

っ

て

来

る

。 

 

◯

同

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

朝

）

 

伊

織

、

机

の

上

の

メ

モ

を

見

る

。

 

メ

モ

に

は

『

今

日

遅

く

な

る

か

ら

ご

飯

３

合

炊

い

て

い

て

ね

』
。

 

伊

織

、

メ

モ

を

見

た

後

、

笑

顔

で

部

屋

を

出

て

行

く

。

 

 

◯

同

・

伊

織

の

部

屋

（

夕

）

 

伊

織

、

部

屋

を

片

付

け

な

が

ら

、

通

話

を

し

て

い

る

。

 

伊

織

「

そ

う

。…
…

多

分

夜

ま

で

は

帰

っ

て

こ

な

い

か

ら

。…
…

う

ん

、
待

っ

て

る

ね

、
気

を

つ

け

て

」

 

伊

織

、

通

話

を

切

り

、

生

理

の

周

期

が

記

入

さ

れ

て

い

る

カ

レ

ン

ダ

ー

ア

プ

リ

を

見

る

。

 

そ

の

後

、

検

索

エ

ン

ジ

ン

で

『

コ

ン

ド

ー

ム
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女

子

が

用

意

す

る

』

と

検

索

を

掛

け

る

。

 

伊

織
「
（

独

り

言

で

）…
…

あ

る

に

越

し

た

こ

と

は

無

い

よ

ね

」

 
伊

織

、

自

身

の

所

持

金

を

確

認

す

る

。

 

し

ば

ら

く

硬

直

す

る

。

そ

の

後

、

何

か

を

思

い

出

し

た

表

情

を

浮

か

べ

る

。

 

 

◯

同

・

亮

平

の

部

屋

（

夕

）

 

伊

織

、

亮

平

の

部

屋

に

入

室

す

る

。
 

伊

織

「
（

小

声

で

）

お

邪

魔

し

ま

ー

す

」

 

伊

織

、

静

か

に

部

屋

の

中

を

探

る

。

小

窓

が

設

置

さ

れ

て

い

る

対

面

の

壁

に

棚

が

置

か

れ

て

い

る

の

を

見

つ

け

る

。

 

伊

織

、

一

度

合

掌

し

、

棚

を

開

け

る

。

 

伊

織

、

静

か

に

驚

愕

す

る

。

 

同

時

に

、

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

の

鳴

る

音

。

 

伊

織

、

事

態

を

飲

み

込

め

ず

、

そ

の

場

で

右

往

左

往

す

る

。

 

伊

織

、

嗚

咽

し

そ

う

に

な

り

、

手

で

口

を

抑

え

る

。
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再

び

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

の

鳴

る

音

。

 

伊

織

、

口

元

を

拭

い

な

が

ら

、

玄

関

に

駆

け

足

で

向

か

う

。

 

 

◯

同

・

玄

関

（

夕

）
 

玄

関

前

に

移

動

し

て

き

た

伊

織

。

 

混

乱

し

な

が

ら

も

髪

を

手

櫛

で

整

え

、

扉

を

開

け

る

。

 

扉

の

先

に

は

ス

ー

ツ

姿

の

警

察

A

と

警

察

B

。 

警

察

A

「

山

口

亮

平

さ

ん

の

ご

家

族

の

方

で

す

か

？

」 

伊

織

「
（

言

葉

が

出

な

い

様

子

）

…
…

」

 

警

察

A

「

売

春

斡

旋

の

容

疑

で

逮

捕

状

が

出

て

ま

す

の

で

、

捜

査

の

ご

協

力

お

願

い

し

ま

す

」

 

 

◯

同

・

亮

平

の

部

屋

（

夕

）

 

棚

の

中

に

は

大

量

の

コ

ン

ド

ー

ム

と

大

量

の

万

札

。

 

玄

関

か

ら

伊

織

の

嗚

咽

す

る

声

が

聞

こ

え

て

来

る

。
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◯

宇

都

宮

警

察

署

・

全

景

 

 
◯

同

・

待

合

室

 
伊

織

、
山

口

一

茂
（

４

７

）
、
山

口

み

ど

り
（

４

７

）
、

暗

い

顔

を

し

て

、

座

っ

て

い

る

。

 

伊

織

、

少

し

痩

せ

こ

け

た

表

情

。

 

 

◯

同

・

廊

下

 

警

察

職

員

に

先

導

さ

れ

な

が

ら

、

面

会

室

に

向

か

う

伊

織

。

 

 

◯

同

・

面

会

室

 

椅

子

に

座

り

、

亮

平

の

到

着

を

待

っ

て

い

る

伊

織

。

 

目

の

前

に

あ

る

ア

ク

リ

ル

板

に

目

を

や

る

。

 

伊

織

、

扉

を

ノ

ッ

ク

す

る

様

に

ア

ク

リ

ル

板

を

２

度

叩

く

。

 

扉

が

開

き

、

面

会

室

に

山

口

亮

平

（

２

０

）

と

監

視

員

が

入

っ

て

来

る

。

 

椅

子

に

座

っ

た

亮

平

は

俯

い

た

ま

ま

で

あ

り

、
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話

出

そ

う

と

し

な

い

。

 

伊

織

「
（

呆

れ

た

様

に

）

何

し

た

の

？

」

 

亮

平

、

顔

を

上

げ

る

。

 

亮

平

「…
…

見

て

の

通

り

。

世

間

的

に

良

く

無

い

こ

と

を

し

た

」

 

伊

織

「…
…

な

ん

で

？

」
 

亮

平

「…
…

ご

め

ん

、

そ

う

言

う

の

あ

ん

ま

言

っ

た

ら

い

け

な

い

ら

し

い

か

ら

、

今

は

」
 

伊

織

「…
…

そ

っ

か

」

 

亮

平

、

顔

を

上

げ

、

目

の

前

に

あ

る

ア

ク

リ

ル

板

に

目

を

向

け

、

少

し

微

笑

む

。

 

亮

平

「

凶

悪

犯

罪

者

み

た

い

な

扱

わ

れ

方

だ

よ

ね

」

 

亮

平

、

扉

を

ノ

ッ

ク

す

る

様

に

ア

ク

リ

ル

板

を

２

度

叩

く

。

 

監

視

員

「

触

ら

な

い

で

下

さ

い

」

 

亮

平

、
申

し

訳

無

さ

そ

う

な

表

情

を

見

せ

る

。 

亮

平

「

厚

さ

８

m
m

ら

し

い

よ

」

 

伊

織

「

ん

？

」

 

亮

平
「

こ

の

ア

ク

リ

ル

板

、
厚

さ

が

８

m
m

。
家

に

い

る

時

よ

り

も

さ

、

こ

こ

に

居

る

時

の

方

が

、

会

話
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が

で

き

て

い

る

っ

て

不

思

議

だ

よ

ね

」

 

伊

織

「…
…

ま

ー

穴

が

開

い

て

い

る

か

ら

ね

」

 

伊

織

、

通

声

穴

を

指

差

す

。

 

亮

平
「
（

少

し

微

笑

み

）
確

か

に

、
盲

点

だ

っ

た

。
そ

り

ゃ

ー

声

も

通

る

か

」

 

沈

黙

が

流

れ

る

。
 

伊

織

「…
…

ね

ぇ

、

お

兄

ち

ゃ

ん

」

 

亮

平

「

何

？

」

 

伊

織

「

好

き

な

食

べ

物

は

？

」

 

亮

平

、

監

視

員

の

表

情

を

伺

う

。

 

監

視

員

は

表

情

を

変

え

な

い

。

 

亮

平

「…
…

変

わ

ら

ず

ポ

ー

ク

ピ

カ

タ

」

 

伊

織

「…
…

好

き

な

色

は

？

」

 

亮

平

「…
…

俺

は

、

昔

と

何

ら

変

わ

っ

て

な

い

よ

」

 

伊

織

「

ご

め

ん

、

で

も

本

心

に

聞

こ

え

な

く

て

」

 

亮

平

、
伊

織

の

発

言

を

聞

き

、
少

し

微

笑

む

。

 

 

◯

伊

織

の

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

夜

）

 

暗

い

表

情

を

し

た

伊

織

、

山

口

、

み

ど

り

が

帰

宅

す

る

。
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山

口

、

一

度

大

き

く

息

を

吐

く

。

 

山

口

「…
…

こ

う

言

う

時

こ

そ

、

前

を

向

か

な

き

ゃ

な

」
 

み

ど

り

、

山

口

の

発

言

を

自

分

に

言

い

聞

か

せ

る

た

め

に

、

大

き

く

何

度

も

頷

く

。

 

み

ど

り

「

そ

う

ね

、

今

日

は

何

か

美

味

し

い

物

で

も

食

べ

て

。

ね

ぇ

、

明

日

か

ら

ま

た

頑

張

ろ

う

」

 

伊

織

、

ソ

フ

ァ

に

座

る

。

目

を

開

き

な

が

ら

思

案

顔

を

浮

か

べ

て

い

る

。

 

山

口

の

声

「

そ

う

だ

な

、

寿

司

と

か

ど

う

だ

？

」
 

み

ど

り

の

声

「

い

い

わ

ね

。

そ

れ

だ

っ

た

ら

、

出

前

で

桶

を

頼

む

の

と

合

わ

せ

て

、

伊

織

が

好

き

な

ち

ら

し

寿

司

も

頼

み

ま

し

ょ

う

」

 

伊

織

、

変

わ

ら

ず

思

案

顔

を

浮

か

べ

、

山

口

と

み

ど

り

の

会

話

が

耳

に

入

っ

て

い

な

い

様

子

。

 

山

口

の

声

「

伊

織

！

」

 

伊

織

、

山

口

の

声

の

方

向

を

向

く

。

 

山

口

「

今

日

、

ち

ら

し

寿

司

で

も

い

い

か

？

」

 

伊

織

「
（

不

思

議

そ

う

に

）

な

ん

で

？

」
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み

ど

り

「

な

ん

で

っ

て

、

伊

織

好

き

で

し

ょ

？

ち

ら

し

寿

司

」

 

伊

織

、

数

秒

間

フ

リ

ー

ズ

し

た

後

、

頷

き

な

が

ら

納

得

し

た

表

情

を

見

せ

る

。

 

伊

織

「

あ

ー

。

…
…

あ

の

ね

、

ち

ら

し

寿

司

は

ね

、

今

は

あ

ま

り

好

き

じ

ゃ

な

い

よ

」

 

伊

織

、
少

し

悲

し

そ

う

な

表

情

を

浮

か

べ

る

。 

（

了

）

 

 


